
クリストファー・ドレッサー
《トースト・ラック（ポイントアーチ型）》

1881年　金属、電気メッキ　当館蔵
製作：ジェイムス・ディクソン＆サンズ社

　これは、食卓に焼いたパンを立てて供す
るための食器、トースト・ラックです。
　５組の細い針金を組み合わせたもので、
円形や六角形などいくつか形の異なるバ
リエーションがありました。このトース
ト・ラックは、先のとがったアーチ型を用
いており、シンプルながら力強い造形は、
近代的な摩天楼の建築のようにも見え
ます。
　作 者 の ク リ ス ト フ ァ ー・ド レ ッ サ ー

（1834 ～ 1904）は、19世紀後半に活躍した
イギリスのデザイナーです。彼は、家具、金
属製品、陶磁器など、さまざまな生活用品
のデザインを手がけていますが、20世紀初
頭に現れるモダンデザインの源流となる
ような活動を実践しています。
　焼いたトーストを乗せると、きっととて
もおいしそうに見えることでしょう。

●　「最後の印象派」　ーベル・エポックの象徴～親密派のまなざしー

●　「MOA美術館名品展」ー 秀吉、利休、仁清、宗達、光琳、師宣、北斎 …そして又兵衛ー

●　「英国紳士の審美眼」 ー 郡山市立美術館コレクションの粋を特別展示 ー

●　寄稿　「生誕140年 吉田博展」関連ワークショップ「初心者のための木版画」をふりかえって
●　寄稿　美術館で「図工の時間」での出会い
●　Report
●　Information

アンティミスト

第4回 「見えないものを見る力
　　　　　　　　～ドキュメンタリーの現場から～」
日　　時：平成28年11月26日（土）
   第1部　10:00 ～ 12:40　ドキュメンタリー映画上映
　第2部　14:00 ～ 15:30　河瀨直美　講演会
　 受付期間／ 10月1日（土）～10月31日（月）必着
　（申込方法はホームページ等をご覧ください。）
特別講師：河瀨直美さん（映画監督）
場　　所：多目的スタジオ（入場無料）

第5回 「動物ものまね－声の形象」
日　　時：平成29年1月28日（土）　14:00 ～ 15:30
特別講師：江戸家小猫さん（演芸家）
場　　所：多目的スタジオ（入場無料）
　　　 　 　　　　　（詳細はホームページ等をご覧ください。）

第6回 「レコードと暮らし」
日　　時：平成29年3月18日（土）
　第1部　14:00 ～ 15:30　講演会  レコードと暮らし
　第2部　16:30 ～ 18:00　レコード寄席
　　　　   　　　　  （詳細はホームページ等をご覧ください。）
特別講師：田口史人さん（レコード店「円盤」店主）
場　　所：多目的スタジオ、講義室、他（入場無料）

かたち

　　　　　　　アート・テーク

美術館 カフェ

juju 130 cafe
営業時間／ 11：00 ー 17：00
電　　話／ 024－942－2250

【期間限定】
マロン・マロン・ワッフル
単品610円 (ドリンクセット990円)

人気のベルギーワッフルに期間限定メニューが登場。
プレーンワッフルに大粒の栗とマロンジェラートを
トッピング。
この季節でしか味わえないワッフルを是非ご賞味
ください。

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666　福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
TEL.024－956－2200　 FAX.024－956－2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

発行日／平成 28 年 10 月 7 日

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

企画展関連イベント（10月7日以降）

もうひとつの輝き  最後の印象派  1900-20’s Paris

美術講座1 「最後の印象派とその時代」
　日　時：10月10日（月・祝）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

美術講座2 「最後の印象派の魅力」
　日　時：10月30日（日）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

ギャラリートーク
　日　時：10月23日（日）  午後2時から
　場　所：企画展示室（企画展チケットが必要です）
　講　師：当館学芸員

映画会「フレンチ・カンカン」（1954年、フランス）
　日　時：10月15日（土）  午後2時から（開場は30分前）
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

東日本大震災復興支援  MOA美術館名品展

講演会 「MOA美術館の名品－岩佐又兵衛を中心に」
　講　師：矢代勝也さん（MOA美術館学芸部次長）
　日　時：11月23日（水・祝）  午後2時から
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

美術講座1 「浮世絵事始め」
　日　時：11月12日（土）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

美術講座2 「琳派の美」
　日　時：12月10日（土）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

ギャラリートーク
　日　時：11月5日（土）、12月3日（土）  いずれも午後2時から
　場　所：企画展示室（企画展チケットが必要です）
　講　師：当館学芸員

映画会

「山中常盤  牛若丸と常盤御前  母と子の物語」（2004年）
　日　時：11月20日（日）  午後2時から（開場は30分前）
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

第9回  風土記の空
～郡山市内の中学校美術部による作品展～

　会　期：11月12日（土）～ 12月11日（日）
　主　催：郡山市立美術館
　場　所：美術館ロビー（入場無料）

　郡山市内の中学校の美術部での活動で制作された作品を紹介する
ものです。中学生が自分たちの作品の額装、展示を行う展示体験も実
施します。中学生のみずみずしい感性にあふれた作品を、ぜひご覧く
ださい。

郡山市立美術館
文化講座

やまなかときわ

申込不要

申込不要

申込必要

申込必要

申込必要



反
逆
し
た
荒
木
村
重
を
父
と
す
る
と
い
う

数
奇
な
運
命
の
も
と
に
生
ま
れ
た
異
彩
の

絵
師
・
岩
佐
又
兵
衛
作
と
伝
わ
る
名
品
で

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
・

乾
山
ら
の
琳
派
の
傑
作
、
菱
川
師
宣
か
ら

葛
飾
北
斎
ま
で
の
肉
筆
浮
世
絵
な
ど
と
と

も
に
、
豊
臣
秀
吉
や
千
利
休
ゆ
か
り
の
茶

の
湯
に
か
か
わ
る
名
品
な
ど
も
出
品
さ
れ

ま
す
。
日
本
の
歴
史
を
彩
っ
た
人
物
た
ち
が

実
際
に
手
に
と
っ
た
名
品
の
数
々
。
彼
ら
の

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
鈴
木
誠
一
）

　
静
岡
県
熱
海
市
に
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

は
、
東
洋
美
術
の
逸
品
約
3
、
5
0
0
件

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
我
が
国
有

数
の
美
術
館
で
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
国
宝
３
件
、
重
要
文
化
財
65
件
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
秀
逸
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
桃
山
〜
江
戸
時
代
の
名
品
を
展
示
し
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
２
件
の
重
要
文
化
財

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
野
々
村

仁
清
作
《
色
絵
金
銀
菱
文
重
茶
碗
》、
金
森

宗
和
の
依
頼
で
東
福
門
院
和
子
へ
献
上
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

一
組
の
茶
碗
で
す
。
東
福
門
院
は
徳
川
秀

忠
と
お
江
の
方
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
、

後
水
尾
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
た
女
性
で
す
。

宗
和
は
「
夫
婦
茶
碗
」
と
し
て
献
上
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
文
化
財
は
《
山
中

常
盤
物
語
絵
巻
》
で
す
。
牛
若
（
義
経
）

が
山
中
と
い
う
宿
場
で
殺
さ
れ
た
母
・
常

盤
御
前
の
仇
討
を
す
る
、
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
を
絵
巻
に
し
た
作
品
で
す
。
信
長
に

　
20
世
紀
の
初
頭
、
パ
リ
の
美
術
界
は

印
象
派
と
い
う
新
た
な
潮
流
が
浸
透
し
、

さ
ら
に
彼
ら
を
乗
り
越
え
て
革
新
的
な

芸
術
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
動
き
が

盛
ん
で
し
た
。
次
々
と
沸
き
起
こ
る
新

し
い
運
動
は
人
々
の
注
目
を
集
め
、
今

日
の
美
術
史
に
お
い
て
も
、
後
期
印
象

派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム

な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
転
換
期
に
お
い
て
、
印

象
派
ま
で
の
自
然
主
義
の
流
れ
を
受
け

継
ぎ
、
印
象
派
や
新
印
象
派
の
絵
画
技

法
を
用
い
て
身
近
な
事
物
を
描
き
続
け

た
芸
術
家
た
ち
が
い
ま
す
。「
画
家
彫
刻

家
新
協
会
（
ソ
シ
エ
テ
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
）」

と
名
乗
る
彼
ら
は
、
共
通
の
表
現

方
法
や
理
念
は
持
た
ず
、
友
情
関

係
、
そ
し
て
制
作
の
姿
勢
や
作
品

に
漂
う
雰
囲
気
で
繋
が
る
グ
ル
ー

プ
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
サ
ロ
ン
で

活
躍
し
な
が
ら
、
1
9
0
0
年
に

は
「
画
家
彫
刻
家
新
協
会
（
ソ
シ

エ
テ
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
）
展
」
を
開

催
し
て
大
成
功
を
収
め
、
以
後
長

い
間
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
り
、
対

外
的
に
も
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る

芸
術
家
集
団
と
し
て
君
臨
し
て
い

た
の
で
す
。
今
日
の
美
術
史
で
は

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
彼
ら
の

芸
術
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
彼
ら
の
作
品
の
題
材
は
〝
日
常
〞

で
し
た
。
親
し
い
人
々
や
景
色
を
自

然
な
姿
で
、
固
有
の
特
徴
的
な
ス

タ
イ
ル
で
描
き
続
け
、「
親
密
派
（
ア

ン
テ
ィ
ミ
ス
ト
）」
と
称
さ
れ
ま
す
。

彼
ら
の
描
く
自
然
や
人
物
は
、
忠
実

な
自
然
観
察
に
基
づ
き
な
が
ら
、
見

る
者
に
内
的
な
感
情
を
引
き
起
こ
す

よ
う
な
情
緒
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
象
徴
派
の
流
れ
も
汲
ん

で
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
強
い
理
念
や
主
義
主
張
で
は
な
く
、

友
情
に
よ
っ
て
集
っ
た
ソ
シ
エ
テ
・

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
の
画
家
が
、
身
近
な
も

の
の
飾
ら
な
い
姿
を
愛
情
あ
ふ
れ
る

ま
な
ざ
し
で
描
く
。
彼
ら
の
存
在
と

そ
の
絶
大
な
人
気
こ
そ
が
、
芸
術
の

都
と
し
て
絶
頂
期
を
迎
え
て
い
た
パ

リ
の
豊
か
さ
の
表
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
よ
り
前
衛
的
な
も
の
に
流

れ
て
い
く
時
代
の
狭
間
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス

ム
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
運
動
が
巻
き
起
こ
る

最
中
で
、
見
た
も
の
を
描
く
と
い
う
自
然

主
義
を
貫
い
た
「
最
後
の
印
象
派
」
の
芸

術
家
た
ち
。
約
1
0
0
年
前
の
人
々
か
ら

愛
さ
れ
た
作
品
を
通
し
て
、
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ

ク
（
美
し
き
時
代
）
の
空
気
を
感
じ
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　 （
田
中
有
沙
子
）

最後の印象派ＭＯＡ美術館名品展

《瀬戸茶入　銘：臨月》
（豊臣秀吉所持）

野々村仁清
《色絵金銀菱文重茶碗》
（重要文化財）

秀
吉
、
利
休
、
仁
清
、
宗
達
、
光
琳
、
師
宣
、
北
斎
…
そ
し
て
又
兵
衛

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
象
徴
〜
親
密
派
の
ま
な
ざ
し

ア
ン
テ
ィ
ミ
ス
ト

最後の印象派
もうひとつの輝き

休館日：毎週月曜日（9月19日（月・祝）、10月10日（月・祝）は開館、9月20日（火）、10月11日（火）は休館）
観覧料：一般1,000（800）円／高校・大学生500（400）円　（　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料
主　催：郡山市立美術館
後　援：在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本
協　力：日本航空
企画協力：株式会社ブレーントラスト

エルネスト・ローラン《背中》　1923年　油彩／キャンヴァス　個人蔵　Photo © Yves Le Sidaner 
アンリ・ル・シダネル《テーブル、白の調和》　1927年　油彩／キャンヴァス　パリ市立現代美術財団　Fonds Municipal d'Art Contemporain de la Ville de Paris　Photo © FMAC / Roger-Viollet
シャルル・コッテ《星の夜》　1894年　油彩／キャンヴァス　ティエーリー・メルシエ画廊　Galerie Thierry Mercier　Photo © Yves Le Sidaner

2016.11.5（土） 　 12.11（日） 

休館日：毎週月曜日
観覧料：一般1,000（800）円／高校・大学生500（400）円
　　　  （　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料
主　催：郡山市立美術館、MOA美術館、福島民報社

MOA美術館名品展
東日本大震災復興支援

エルネスト・ローラン《背中》アンリ・ル・シダネル《テーブル、白の調和》

シャルル・コッテ《星の夜》

雪村周継《四季山水図屏風》　16世紀後半　墨・紙／六曲一双屏風

雪村周継《四季山水図屏風》特別展示
2016.12.17（土） 　 2017.1.15（日） 

休館日：毎週月曜日、年末年始（12月28日（水）～ 1月4日（水））
会　場：企画展示室
観覧料：常設展のチケットでご覧いただけます。
　　　  一般200（150）円／高校・大学生100（70）円
　　　  （　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料

室町時代後半を代表する画僧、雪村周継（しゅうけい）。彼は晩年を三春の戦国大名田村氏の領内で暮らしました。郡山市西田町にある雪村庵は、雪村
が過ごした庵のあった場所にあります。2度目の会津訪問と三春で暮らした時代に描かれたと考えられる、当館蔵《四季山水図屏風》は、四季の風景を
悠々とした構図の中に描いた迫力ある作品です。

伝岩佐又兵衛勝以《山中常盤物語絵巻》（部分）（重要文化財）



反
逆
し
た
荒
木
村
重
を
父
と
す
る
と
い
う

数
奇
な
運
命
の
も
と
に
生
ま
れ
た
異
彩
の

絵
師
・
岩
佐
又
兵
衛
作
と
伝
わ
る
名
品
で

す
。

　
こ
の
ほ
か
、
俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
・

乾
山
ら
の
琳
派
の
傑
作
、
菱
川
師
宣
か
ら

葛
飾
北
斎
ま
で
の
肉
筆
浮
世
絵
な
ど
と
と

も
に
、
豊
臣
秀
吉
や
千
利
休
ゆ
か
り
の
茶

の
湯
に
か
か
わ
る
名
品
な
ど
も
出
品
さ
れ

ま
す
。
日
本
の
歴
史
を
彩
っ
た
人
物
た
ち
が

実
際
に
手
に
と
っ
た
名
品
の
数
々
。
彼
ら
の

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
鈴
木
誠
一
）

　
静
岡
県
熱
海
市
に
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

は
、
東
洋
美
術
の
逸
品
約
3
、
5
0
0
件

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
我
が
国
有

数
の
美
術
館
で
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
国
宝
３
件
、
重
要
文
化
財
65
件
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
秀
逸
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
桃
山
〜
江
戸
時
代
の
名
品
を
展
示
し
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
２
件
の
重
要
文
化
財

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
野
々
村

仁
清
作
《
色
絵
金
銀
菱
文
重
茶
碗
》、
金
森

宗
和
の
依
頼
で
東
福
門
院
和
子
へ
献
上
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

一
組
の
茶
碗
で
す
。
東
福
門
院
は
徳
川
秀

忠
と
お
江
の
方
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
、

後
水
尾
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
た
女
性
で
す
。

宗
和
は
「
夫
婦
茶
碗
」
と
し
て
献
上
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
文
化
財
は
《
山
中

常
盤
物
語
絵
巻
》
で
す
。
牛
若
（
義
経
）

が
山
中
と
い
う
宿
場
で
殺
さ
れ
た
母
・
常

盤
御
前
の
仇
討
を
す
る
、
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
を
絵
巻
に
し
た
作
品
で
す
。
信
長
に

　
20
世
紀
の
初
頭
、
パ
リ
の
美
術
界
は

印
象
派
と
い
う
新
た
な
潮
流
が
浸
透
し
、

さ
ら
に
彼
ら
を
乗
り
越
え
て
革
新
的
な

芸
術
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
動
き
が

盛
ん
で
し
た
。
次
々
と
沸
き
起
こ
る
新

し
い
運
動
は
人
々
の
注
目
を
集
め
、
今

日
の
美
術
史
に
お
い
て
も
、
後
期
印
象

派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム

な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
転
換
期
に
お
い
て
、
印

象
派
ま
で
の
自
然
主
義
の
流
れ
を
受
け

継
ぎ
、
印
象
派
や
新
印
象
派
の
絵
画
技

法
を
用
い
て
身
近
な
事
物
を
描
き
続
け

た
芸
術
家
た
ち
が
い
ま
す
。「
画
家
彫
刻

家
新
協
会
（
ソ
シ
エ
テ
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
）」

と
名
乗
る
彼
ら
は
、
共
通
の
表
現

方
法
や
理
念
は
持
た
ず
、
友
情
関

係
、
そ
し
て
制
作
の
姿
勢
や
作
品

に
漂
う
雰
囲
気
で
繋
が
る
グ
ル
ー

プ
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
サ
ロ
ン
で

活
躍
し
な
が
ら
、
1
9
0
0
年
に

は
「
画
家
彫
刻
家
新
協
会
（
ソ
シ

エ
テ
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
）
展
」
を
開

催
し
て
大
成
功
を
収
め
、
以
後
長

い
間
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
り
、
対

外
的
に
も
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る

芸
術
家
集
団
と
し
て
君
臨
し
て
い

た
の
で
す
。
今
日
の
美
術
史
で
は

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
彼
ら
の

芸
術
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
彼
ら
の
作
品
の
題
材
は
〝
日
常
〞

で
し
た
。
親
し
い
人
々
や
景
色
を
自

然
な
姿
で
、
固
有
の
特
徴
的
な
ス

タ
イ
ル
で
描
き
続
け
、「
親
密
派
（
ア

ン
テ
ィ
ミ
ス
ト
）」
と
称
さ
れ
ま
す
。

彼
ら
の
描
く
自
然
や
人
物
は
、
忠
実

な
自
然
観
察
に
基
づ
き
な
が
ら
、
見

る
者
に
内
的
な
感
情
を
引
き
起
こ
す

よ
う
な
情
緒
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
象
徴
派
の
流
れ
も
汲
ん

で
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
強
い
理
念
や
主
義
主
張
で
は
な
く
、

友
情
に
よ
っ
て
集
っ
た
ソ
シ
エ
テ
・

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
の
画
家
が
、
身
近
な
も

の
の
飾
ら
な
い
姿
を
愛
情
あ
ふ
れ
る

ま
な
ざ
し
で
描
く
。
彼
ら
の
存
在
と

そ
の
絶
大
な
人
気
こ
そ
が
、
芸
術
の

都
と
し
て
絶
頂
期
を
迎
え
て
い
た
パ

リ
の
豊
か
さ
の
表
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
よ
り
前
衛
的
な
も
の
に
流

れ
て
い
く
時
代
の
狭
間
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス

ム
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
運
動
が
巻
き
起
こ
る

最
中
で
、
見
た
も
の
を
描
く
と
い
う
自
然

主
義
を
貫
い
た
「
最
後
の
印
象
派
」
の
芸

術
家
た
ち
。
約
1
0
0
年
前
の
人
々
か
ら

愛
さ
れ
た
作
品
を
通
し
て
、
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ

ク
（
美
し
き
時
代
）
の
空
気
を
感
じ
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　 （
田
中
有
沙
子
）

最後の印象派ＭＯＡ美術館名品展

《瀬戸茶入　銘：臨月》
（豊臣秀吉所持）

野々村仁清
《色絵金銀菱文重茶碗》
（重要文化財）

秀
吉
、
利
休
、
仁
清
、
宗
達
、
光
琳
、
師
宣
、
北
斎
…
そ
し
て
又
兵
衛

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
象
徴
〜
親
密
派
の
ま
な
ざ
し

ア
ン
テ
ィ
ミ
ス
ト

最後の印象派
もうひとつの輝き

休館日：毎週月曜日（9月19日（月・祝）、10月10日（月・祝）は開館、9月20日（火）、10月11日（火）は休館）
観覧料：一般1,000（800）円／高校・大学生500（400）円　（　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料
主　催：郡山市立美術館
後　援：在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本
協　力：日本航空
企画協力：株式会社ブレーントラスト

エルネスト・ローラン《背中》　1923年　油彩／キャンヴァス　個人蔵　Photo © Yves Le Sidaner 
アンリ・ル・シダネル《テーブル、白の調和》　1927年　油彩／キャンヴァス　パリ市立現代美術財団　Fonds Municipal d'Art Contemporain de la Ville de Paris　Photo © FMAC / Roger-Viollet
シャルル・コッテ《星の夜》　1894年　油彩／キャンヴァス　ティエーリー・メルシエ画廊　Galerie Thierry Mercier　Photo © Yves Le Sidaner

2016.11.5（土） 　 12.11（日） 

休館日：毎週月曜日
観覧料：一般1,000（800）円／高校・大学生500（400）円
　　　  （　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料
主　催：郡山市立美術館、MOA美術館、福島民報社

MOA美術館名品展
東日本大震災復興支援

エルネスト・ローラン《背中》アンリ・ル・シダネル《テーブル、白の調和》

シャルル・コッテ《星の夜》

雪村周継《四季山水図屏風》　16世紀後半　墨・紙／六曲一双屏風

雪村周継《四季山水図屏風》特別展示
2016.12.17（土） 　 2017.1.15（日） 

休館日：毎週月曜日、年末年始（12月28日（水）～ 1月4日（水））
会　場：企画展示室
観覧料：常設展のチケットでご覧いただけます。
　　　  一般200（150）円／高校・大学生100（70）円
　　　  （　）内は20名以上の団体料金
　　　  中学生以下、65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料

室町時代後半を代表する画僧、雪村周継（しゅうけい）。彼は晩年を三春の戦国大名田村氏の領内で暮らしました。郡山市西田町にある雪村庵は、雪村
が過ごした庵のあった場所にあります。2度目の会津訪問と三春で暮らした時代に描かれたと考えられる、当館蔵《四季山水図屏風》は、四季の風景を
悠々とした構図の中に描いた迫力ある作品です。

伝岩佐又兵衛勝以《山中常盤物語絵巻》（部分）（重要文化財）



英国紳士の審美眼寄 　 稿

　
初
め
て
郡
山
市
立
美
術
館
を
訪
れ
て
か
ら

20
年
に
な
り
ま
す
。美
術
館
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
仕
事
は
、当
時
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
体
験
で
し
た
。今
回
で
７
度
目
と
な
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
生
誕
1
4
0
年
　
吉

田
博
展
」に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。受

講
者
の
中
に
は
お
会
い
し
た
こ
と
の
あ
る
方

も
い
て
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
気
持
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
吉
田
博
は
、浮
世
絵
の
伝
統
的
な
木
版
画
の

技
法
を
ふ
ま
え
て
、現
代
的
な
技
法
と
表
現
を

合
せ
た
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、四
版
多
色
刷
り
で
主
版（
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
的
な
版
）を
一
版
作
り
、色
版
を

加
え
て
制
作
し
ま
し
た
。

下
絵
作
り

　
主
版
の
下
絵
は
、コ
ピ
ー
機
を
使
っ
て
拡

大
、縮
小
し
て
下
絵
を
作
り
ま
し
た
。出
来
上

が
っ
た
下
絵
に
色
を
つ
け
て
作
品
の
構
想
を

練
り
、版
の
重
な
り
な
ど
を
考
え
て
版
を
分
け

ま
し
た
。

転

　写

　
下
絵
に
見
当（
い
つ
も
紙
を
同
じ
位
置
に
お

く
目
印
）を
書
い
て
版
の
数
分
コ
ピ
ー
を
し
ま

す
。版
木
に
シ
ン
ナ
ー
を
塗
り
、コ
ピ
ー
し
た

下
絵
を
お
き
バ
レ
ン
で
圧
力
を
加
え
る
と
コ

ピ
ー
の
ト
ナ
ー
が
溶
け
て
版
木
に
転
写
さ
れ

ま
す
。

彫

　り

　
転
写
の
終
っ
た
版
木
の
必
要
な
所（
色
を
つ

け
る
所
）を
残
し
て
ま
わ
り
を
彫
り
ま
す
。彫
刻

刀
を
使
う
こ
と
が
初
め
て
の
方
、小
学
校
以
来

の
方
な
ど
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
彫
れ
ま
せ

ん
。木
目
の
方
向
を
考
え
た
り
、彫
刻
刀
の
握
り

方
が
少
し
馴
れ
た
こ
ろ
に
彫
り
終
り
ま
し
た
。

刷

　り

　
彫
り
終
っ
た
版
の
上
に
水
性
絵
具
を
の
せ

て
、ハ
ケ
で
均
一
に
伸
ば
し
て
、和
紙
を
お
き

バ
レ
ン
で
刷
り
ま
す
。皿
に
溶
い
た
絵
具
と
実

際
に
刷
っ
た
色
味
が
少
し
異
な
り
、な
か
な
か

思
う
よ
う
な
色
が
で
ま
せ
ん
。ま
た
、絵
具
と

少
し
混
ぜ
る
糊
の
割
合
が
う
ま
く
い
か
な
く
、

掠
れ
た
り
、紙
が
版
に
く
っ
つ
く
な
ど
、苦
戦

す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。最
終
的
に
一
版
一

版
刷
り
重
ね
て
、作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
４
日
間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
り
ま
し
た

が
、「
も
っ
と
時
間
が…

」と
言
う
声
も
あ
り
、

楽
し
く
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
木
版
画
は
、絵
を
描
き
版
を
分
け
る
こ
と

（
頭
を
使
う
こ
と
）、版
を
彫
る
こ
と（
指
先
を

使
う
こ
と
）、刷
る
こ
と（
体
力
を
使
う
こ
と
）

と
三
つ
の
異
な
る
作
業
を
行
な
い
ま
す
。彫
刻

刀
と
バ
レ
ン
が
あ
れ
ば
自
宅
で
も
気
軽
に
木

版
画
は
で
き
ま
す
。年
賀
状
も
パ
ソ
コ
ン
で
な

く
、手
の
温
も
り
の
あ
る
木
版
画
で
作
る
こ
と

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
郡
山
市
立
美
術
館
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

い
つ
も
楽
し
く
充
実
し
た
講
座
を
行
な
う
こ
と

が
出
来
て
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
や
ひ
ろ
し
ま

美
術
館
な
ど
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、郡
山
市
立
美
術
館
は
私
に

と
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
原
点
で
あ
り
、大

切
に
し
た
い
美
術
館
で
す
。

か
す

　
本
展
は
、
当
館
が
誇
る
所
蔵
品
か
ら
二

つ
の
テ
ー
マ
で
名
作
を
展
示
す
る
、
特
別

展
示
で
す
。

　
一
つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
ロ
ー
ダ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
版
画
の

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

美
術
研
究
者
で
蒐
集
家
で
あ
る
、
ロ
バ
ー

ト
・
ロ
ー
ダ
ー
氏
が
蒐
集
し
ま
し
た
。
18

世
紀
の
ブ
レ
イ
ク
、
そ
し
て
19
世
紀
の

タ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
後
ま
で
の
作
家
1
1
5
名
、
作

品
約
5
0
0
点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
1
8
0
0
年
代
半
ば

か
ら
20
世
紀
前
半
ま
で
に
活
躍
し
た
イ
ギ

リ
ス
人
美
術
家
に
よ
る
主
要
な
版
画
、
お

よ
び
代
表
的
な
挿
絵
本
の
中
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
た
作
品
で
、
イ
ギ
リ
ス
美
術
の
流
れ

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
つ
目
の
テ
ー
マ
の
柱
と
す
る

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

（
1
8
3
4
〜
1
9
0
4
）
は
、
先
駆
的
、

か
つ
多
分
野
で
数
多
く
の
作
品
を
創
り
出

し
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
の
陶
磁
器
や
金

属
器
な
ど
を
幅
広
く
研
究
し
、
そ
れ
ま
で

の
西
洋
の
伝
統
的
な
装
飾
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
自
由
な
発
想
で
生
み
出
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
的
で
す
。
素
材
本
来

の
持
ち
味
を
十
分
に
生
か
し
、
そ
の
美
し

さ
と
機
能
に
寄
り
添
っ
た
彼
の
デ
ザ
イ
ン

し
ゅ
う
し
ゅ
うし

ゅ
う
し
ゅ
う

は
、
現
在
で
も
新
鮮
な
輝
き
を
保
ち
、
私

た
ち
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。モ
ダ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

の
、
生
活
に
根
ざ
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
数
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
普
段
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し

て
い
る
常
設
展
で
は
、
な
か
な
か
一
度
に

そ
の
全
貌
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
回
、
特
別
展
示
と
し
て
よ
り

多
く
の
作
品
を
ま
と
め
て
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
郡
山
市
立
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。（

新
田
量
子
）

寄 稿
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英国紳士の審美眼寄 　 稿

　
初
め
て
郡
山
市
立
美
術
館
を
訪
れ
て
か
ら

20
年
に
な
り
ま
す
。美
術
館
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
仕
事
は
、当
時
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
体
験
で
し
た
。今
回
で
７
度
目
と
な
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
生
誕
1
4
0
年
　
吉

田
博
展
」に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。受

講
者
の
中
に
は
お
会
い
し
た
こ
と
の
あ
る
方

も
い
て
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
気
持
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
吉
田
博
は
、浮
世
絵
の
伝
統
的
な
木
版
画
の

技
法
を
ふ
ま
え
て
、現
代
的
な
技
法
と
表
現
を

合
せ
た
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、四
版
多
色
刷
り
で
主
版（
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
的
な
版
）を
一
版
作
り
、色
版
を

加
え
て
制
作
し
ま
し
た
。

下
絵
作
り

　
主
版
の
下
絵
は
、コ
ピ
ー
機
を
使
っ
て
拡

大
、縮
小
し
て
下
絵
を
作
り
ま
し
た
。出
来
上

が
っ
た
下
絵
に
色
を
つ
け
て
作
品
の
構
想
を

練
り
、版
の
重
な
り
な
ど
を
考
え
て
版
を
分
け

ま
し
た
。

転

　写

　
下
絵
に
見
当（
い
つ
も
紙
を
同
じ
位
置
に
お

く
目
印
）を
書
い
て
版
の
数
分
コ
ピ
ー
を
し
ま

す
。版
木
に
シ
ン
ナ
ー
を
塗
り
、コ
ピ
ー
し
た

下
絵
を
お
き
バ
レ
ン
で
圧
力
を
加
え
る
と
コ

ピ
ー
の
ト
ナ
ー
が
溶
け
て
版
木
に
転
写
さ
れ

ま
す
。

彫

　り

　
転
写
の
終
っ
た
版
木
の
必
要
な
所（
色
を
つ

け
る
所
）を
残
し
て
ま
わ
り
を
彫
り
ま
す
。彫
刻

刀
を
使
う
こ
と
が
初
め
て
の
方
、小
学
校
以
来

の
方
な
ど
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
彫
れ
ま
せ

ん
。木
目
の
方
向
を
考
え
た
り
、彫
刻
刀
の
握
り

方
が
少
し
馴
れ
た
こ
ろ
に
彫
り
終
り
ま
し
た
。

刷

　り

　
彫
り
終
っ
た
版
の
上
に
水
性
絵
具
を
の
せ

て
、ハ
ケ
で
均
一
に
伸
ば
し
て
、和
紙
を
お
き

バ
レ
ン
で
刷
り
ま
す
。皿
に
溶
い
た
絵
具
と
実

際
に
刷
っ
た
色
味
が
少
し
異
な
り
、な
か
な
か

思
う
よ
う
な
色
が
で
ま
せ
ん
。ま
た
、絵
具
と

少
し
混
ぜ
る
糊
の
割
合
が
う
ま
く
い
か
な
く
、

掠
れ
た
り
、紙
が
版
に
く
っ
つ
く
な
ど
、苦
戦

す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。最
終
的
に
一
版
一

版
刷
り
重
ね
て
、作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
４
日
間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
り
ま
し
た

が
、「
も
っ
と
時
間
が…

」と
言
う
声
も
あ
り
、

楽
し
く
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
木
版
画
は
、絵
を
描
き
版
を
分
け
る
こ
と

（
頭
を
使
う
こ
と
）、版
を
彫
る
こ
と（
指
先
を

使
う
こ
と
）、刷
る
こ
と（
体
力
を
使
う
こ
と
）

と
三
つ
の
異
な
る
作
業
を
行
な
い
ま
す
。彫
刻

刀
と
バ
レ
ン
が
あ
れ
ば
自
宅
で
も
気
軽
に
木

版
画
は
で
き
ま
す
。年
賀
状
も
パ
ソ
コ
ン
で
な

く
、手
の
温
も
り
の
あ
る
木
版
画
で
作
る
こ
と

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
郡
山
市
立
美
術
館
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

い
つ
も
楽
し
く
充
実
し
た
講
座
を
行
な
う
こ
と

が
出
来
て
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
や
ひ
ろ
し
ま

美
術
館
な
ど
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、郡
山
市
立
美
術
館
は
私
に

と
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
原
点
で
あ
り
、大

切
に
し
た
い
美
術
館
で
す
。

か
す

　
本
展
は
、
当
館
が
誇
る
所
蔵
品
か
ら
二

つ
の
テ
ー
マ
で
名
作
を
展
示
す
る
、
特
別

展
示
で
す
。

　
一
つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
ロ
ー
ダ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
版
画
の

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

美
術
研
究
者
で
蒐
集
家
で
あ
る
、
ロ
バ
ー

ト
・
ロ
ー
ダ
ー
氏
が
蒐
集
し
ま
し
た
。
18

世
紀
の
ブ
レ
イ
ク
、
そ
し
て
19
世
紀
の

タ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
後
ま
で
の
作
家
1
1
5
名
、
作

品
約
5
0
0
点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
1
8
0
0
年
代
半
ば

か
ら
20
世
紀
前
半
ま
で
に
活
躍
し
た
イ
ギ

リ
ス
人
美
術
家
に
よ
る
主
要
な
版
画
、
お

よ
び
代
表
的
な
挿
絵
本
の
中
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
た
作
品
で
、
イ
ギ
リ
ス
美
術
の
流
れ

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
つ
目
の
テ
ー
マ
の
柱
と
す
る

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

（
1
8
3
4
〜
1
9
0
4
）
は
、
先
駆
的
、

か
つ
多
分
野
で
数
多
く
の
作
品
を
創
り
出

し
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
の
陶
磁
器
や
金

属
器
な
ど
を
幅
広
く
研
究
し
、
そ
れ
ま
で

の
西
洋
の
伝
統
的
な
装
飾
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
自
由
な
発
想
で
生
み
出
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
的
で
す
。
素
材
本
来

の
持
ち
味
を
十
分
に
生
か
し
、
そ
の
美
し

さ
と
機
能
に
寄
り
添
っ
た
彼
の
デ
ザ
イ
ン

し
ゅ
う
し
ゅ
うし

ゅ
う
し
ゅ
う

は
、
現
在
で
も
新
鮮
な
輝
き
を
保
ち
、
私

た
ち
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。モ
ダ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

の
、
生
活
に
根
ざ
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
数
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
普
段
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し

て
い
る
常
設
展
で
は
、
な
か
な
か
一
度
に

そ
の
全
貌
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
回
、
特
別
展
示
と
し
て
よ
り

多
く
の
作
品
を
ま
と
め
て
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
郡
山
市
立
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。（

新
田
量
子
）
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「生誕 140 年　吉田博展」
入場者 1 万人突破記念セレモニーが
行われました
　6月4日から7月24日に開催された「生誕140年　
吉田博展」は、2万人を超える入場者を迎え、盛況のう
ちに閉幕しました。
　7月18日に1万人を突破し、記念セレモニーが行わ
れました。

講演会
「吉田博ーその水彩画の魅力」

平成28年6月25日（土）
講　師：安永幸一さん（元福岡市美術館副館長）
場　所：多目的スタジオ

　洋画家、吉田博の画業全体をたどり、高い技
量によって詩情豊かに描いた水彩画が、アメ
リカで評判となったことなど、多くのエピ
ソードを交えながら、吉田博の水彩画作品を
解説していただきました。

第 15 回  風土記の丘の美術展
～郡山市内の小学生による作品展～
平成28年7月18日（月・祝）～ 8月21日（日）
場　所：美術館ロビー
主　催：郡山市立美術館
　　　  郡山市小学校造形教育研究会

　夏休み期間恒例の「風土記の丘の美術展」。市内を
5つの地域に分けて、週替わりで展示しました。郡山
市内の小学生が図工の授業で作り上げた、感性豊か
で色とりどりの作品が並びました。

ワークショップ
「季節を染める  ー枇杷ー」

平成28年9月10日（土）
講　師：佐治ゆかり（当館館長）
場　所：創作スタジオ

び  わ

　古くから食用や薬用として
利用されてきた、日本人にとっ
て親しみ深い植物である枇杷。
濃緑の葉に秘められた色で、二
種類のスカーフを染めました。
とても味わい深い、あたたかみ
のある季節の色が引き出され
ました。

講演会
「江戸時代における
西洋更紗の輸入とその受用」
平成28年8月20日（土）
講　師：石田千尋さん（鶴見大学教授）
場　所：多目的スタジオ

　世界の交易史を踏まえつつ、日蘭交易にお
ける更紗の輸入とその受用について、貴重な
文献資料に基づいてお話しいただきました。

アート・テーク

平成 28 年度  第 2 回
「日本美術史～受容と展開～」

平成28年7月23日（土）
講　師：佐治ゆかり（当館館長）
場　所：多目的スタジオ

　外来美術の受容と展開という側面を抜きに
しては語ることのできない、日本美術の歴史。
特に西洋文化、芸術表現の受容、交流を通し
て、日本の美術史がどのように形成、展開して
きたのかを探りました。

寄 　 稿Report

　
夏
休
み
に
美
術
館
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
て
い

る
小
学
生
の
作
品
展
「
風
土
記
の
丘
の
美
術

展
」
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
こ
の
企
画
も
、

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
企
画

の
は
じ
ま
り
は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
小
学
生

の
作
品
が
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
か
を
観
覧

者
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
実
際
は
子
ど
も
が
活
動
の
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
、
子
ど
も
に
負
け

じ
と
作
品
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
る
大
人
の

姿
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。「
見
る
と

や
る
と
は
大
違
い
」
で
、
実
際
に
つ
く
っ
て

み
る
こ
と
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
み
や
苦
し

み
が
実
感
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
子
ど
も

た
ち
の
作
品
を
見
る
目
も
作
品
か
ら
感
じ
る

も
の
も
ま
た
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
例
年
、
私
は
木
材
に
よ
る
も
の
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
ま
す
。
こ
こ
は
作
品
を
つ
く

る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
の
こ
ぎ
り
や
ナ
イ

フ
な
ど
の
刃
物
を
扱
う
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
中
に
美
術
館
に

実
習
生
が
来
て
お
り
、
そ
の
学
生
に
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
学
生
に

と
っ
て
も
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
人
や
材
料
、

用
具
と
か
か
わ
る
「
図
工
の
時
間
」
は
貴
重

な
体
験
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
印
象
に
残
る
親
子
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
の
男
の
子
と
お
母
さ
ん
が

私
の
担
当
コ
ー
ナ
ー
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
男
の
子
、
の
こ
ぎ
り
を
初
め
て
使
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
無
駄
に
力
が
入
り
す
ぎ
、
な

か
な
か
木
は
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
そ
の

子
は
黙
々
と
の
こ
ぎ
り
を
動
か
し
続
け
ま
し

た
。
　

　「
あ
っ
」
の
こ
ぎ
り
の
歯
が
指
に
当
た
っ
て

出
血
。
担
当
し
て
い
た
実
習
生
は
驚
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
応
急
措
置
を
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
で
や
る
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
子
は
ま
た
木
を

切
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
別
の
と
こ
ろ

に
切
り
傷
を
負
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
や

り
通
し
、
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
す
。

傷
を
負
っ
た
と
き
の
お
母
さ
ん
の
言
葉
が
素

敵
で
し
た
。「
傷
は
男
の
勲
章
だ
。」

　
作
品
を
手
に
し
て
帰
る
男
の
子
は
何
だ
か

た
く
ま
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
も
の
づ
く
り
と

い
う
活
動
の
中
で
、
男
の
子
は
新
た
な
材
料

や
用
具
、
技
術
と
出
会
い
、
ま
た
新
た
な
自

分
と
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
図
工
の
時
間
」
に
連
れ
て
き
て
く
れ
、

け
が
を
し
て
も
応
援
し
て
く
れ
た
お
母
さ
ん

が
い
た
か
ら
こ
そ
。
私
と
実
習
生
も
２
人
と

の
出
会
い
に
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
出
会
い
が
「
図
工
の
時
間
」
の
醍
醐
味

で
す
。

夏休み公開ワークショップ
「第11回  風土記の丘発　

図工＆美術の時間へようこそ！」

平成28年8月6日（土）
講　師：郡山市内の小中学校の先生
場　所：多目的スタジオ
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「生誕 140 年　吉田博展」
入場者 1 万人突破記念セレモニーが
行われました
　6月4日から7月24日に開催された「生誕140年　
吉田博展」は、2万人を超える入場者を迎え、盛況のう
ちに閉幕しました。
　7月18日に1万人を突破し、記念セレモニーが行わ
れました。

講演会
「吉田博ーその水彩画の魅力」

平成28年6月25日（土）
講　師：安永幸一さん（元福岡市美術館副館長）
場　所：多目的スタジオ

　洋画家、吉田博の画業全体をたどり、高い技
量によって詩情豊かに描いた水彩画が、アメ
リカで評判となったことなど、多くのエピ
ソードを交えながら、吉田博の水彩画作品を
解説していただきました。

第 15 回  風土記の丘の美術展
～郡山市内の小学生による作品展～
平成28年7月18日（月・祝）～ 8月21日（日）
場　所：美術館ロビー
主　催：郡山市立美術館
　　　  郡山市小学校造形教育研究会

　夏休み期間恒例の「風土記の丘の美術展」。市内を
5つの地域に分けて、週替わりで展示しました。郡山
市内の小学生が図工の授業で作り上げた、感性豊か
で色とりどりの作品が並びました。

ワークショップ
「季節を染める  ー枇杷ー」

平成28年9月10日（土）
講　師：佐治ゆかり（当館館長）
場　所：創作スタジオ

び  わ

　古くから食用や薬用として
利用されてきた、日本人にとっ
て親しみ深い植物である枇杷。
濃緑の葉に秘められた色で、二
種類のスカーフを染めました。
とても味わい深い、あたたかみ
のある季節の色が引き出され
ました。

講演会
「江戸時代における
西洋更紗の輸入とその受用」
平成28年8月20日（土）
講　師：石田千尋さん（鶴見大学教授）
場　所：多目的スタジオ

　世界の交易史を踏まえつつ、日蘭交易にお
ける更紗の輸入とその受用について、貴重な
文献資料に基づいてお話しいただきました。

アート・テーク

平成 28 年度  第 2 回
「日本美術史～受容と展開～」

平成28年7月23日（土）
講　師：佐治ゆかり（当館館長）
場　所：多目的スタジオ

　外来美術の受容と展開という側面を抜きに
しては語ることのできない、日本美術の歴史。
特に西洋文化、芸術表現の受容、交流を通し
て、日本の美術史がどのように形成、展開して
きたのかを探りました。

寄 　 稿Report
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クリストファー・ドレッサー
《トースト・ラック（ポイントアーチ型）》

1881年　金属、電気メッキ　当館蔵
製作：ジェイムス・ディクソン＆サンズ社

　これは、食卓に焼いたパンを立てて供す
るための食器、トースト・ラックです。
　５組の細い針金を組み合わせたもので、
円形や六角形などいくつか形の異なるバ
リエーションがありました。このトース
ト・ラックは、先のとがったアーチ型を用
いており、シンプルながら力強い造形は、
近代的な摩天楼の建築のようにも見え
ます。
　作 者 の ク リ ス ト フ ァ ー・ド レ ッ サ ー

（1834 ～ 1904）は、19世紀後半に活躍した
イギリスのデザイナーです。彼は、家具、金
属製品、陶磁器など、さまざまな生活用品
のデザインを手がけていますが、20世紀初
頭に現れるモダンデザインの源流となる
ような活動を実践しています。
　焼いたトーストを乗せると、きっととて
もおいしそうに見えることでしょう。

●　「最後の印象派」　ーベル・エポックの象徴～親密派のまなざしー

●　「MOA美術館名品展」ー 秀吉、利休、仁清、宗達、光琳、師宣、北斎 …そして又兵衛ー

●　「英国紳士の審美眼」 ー 郡山市立美術館コレクションの粋を特別展示 ー

●　寄稿　「生誕140年 吉田博展」関連ワークショップ「初心者のための木版画」をふりかえって
●　寄稿　美術館で「図工の時間」での出会い
●　Report
●　Information

アンティミスト

第4回 「見えないものを見る力
　　　　　　　　～ドキュメンタリーの現場から～」
日　　時：平成28年11月26日（土）
   第1部　10:00 ～ 12:40　ドキュメンタリー映画上映
　第2部　14:00 ～ 15:30　河瀨直美　講演会
　 受付期間／ 10月1日（土）～10月31日（月）必着
　（申込方法はホームページ等をご覧ください。）
特別講師：河瀨直美さん（映画監督）
場　　所：多目的スタジオ（入場無料）

第5回 「動物ものまね－声の形象」
日　　時：平成29年1月28日（土）　14:00 ～ 15:30
特別講師：江戸家小猫さん（演芸家）
場　　所：多目的スタジオ（入場無料）
　　　 　 　　　　　（詳細はホームページ等をご覧ください。）

第6回 「レコードと暮らし」
日　　時：平成29年3月18日（土）
　第1部　14:00 ～ 15:30　講演会  レコードと暮らし
　第2部　16:30 ～ 18:00　レコード寄席
　　　　   　　　　  （詳細はホームページ等をご覧ください。）
特別講師：田口史人さん（レコード店「円盤」店主）
場　　所：多目的スタジオ、講義室、他（入場無料）

かたち

　　　　　　　アート・テーク

美術館 カフェ

juju 130 cafe
営業時間／ 11：00 ー 17：00
電　　話／ 024－942－2250

【期間限定】
マロン・マロン・ワッフル
単品610円 (ドリンクセット990円)

人気のベルギーワッフルに期間限定メニューが登場。
プレーンワッフルに大粒の栗とマロンジェラートを
トッピング。
この季節でしか味わえないワッフルを是非ご賞味
ください。

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666　福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
TEL.024－956－2200　 FAX.024－956－2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

発行日／平成 28 年 10 月 7 日

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

企画展関連イベント（10月7日以降）

もうひとつの輝き  最後の印象派  1900-20’s Paris

美術講座1 「最後の印象派とその時代」
　日　時：10月10日（月・祝）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

美術講座2 「最後の印象派の魅力」
　日　時：10月30日（日）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

ギャラリートーク
　日　時：10月23日（日）  午後2時から
　場　所：企画展示室（企画展チケットが必要です）
　講　師：当館学芸員

映画会「フレンチ・カンカン」（1954年、フランス）
　日　時：10月15日（土）  午後2時から（開場は30分前）
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

東日本大震災復興支援  MOA美術館名品展

講演会 「MOA美術館の名品－岩佐又兵衛を中心に」
　講　師：矢代勝也さん（MOA美術館学芸部次長）
　日　時：11月23日（水・祝）  午後2時から
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

美術講座1 「浮世絵事始め」
　日　時：11月12日（土）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

美術講座2 「琳派の美」
　日　時：12月10日（土）  午後2時から
　場　所：講義室（入場無料）
　講　師：当館学芸員

ギャラリートーク
　日　時：11月5日（土）、12月3日（土）  いずれも午後2時から
　場　所：企画展示室（企画展チケットが必要です）
　講　師：当館学芸員

映画会

「山中常盤  牛若丸と常盤御前  母と子の物語」（2004年）
　日　時：11月20日（日）  午後2時から（開場は30分前）
　場　所：多目的スタジオ（入場無料）

第9回  風土記の空
～郡山市内の中学校美術部による作品展～

　会　期：11月12日（土）～ 12月11日（日）
　主　催：郡山市立美術館
　場　所：美術館ロビー（入場無料）

　郡山市内の中学校の美術部での活動で制作された作品を紹介する
ものです。中学生が自分たちの作品の額装、展示を行う展示体験も実
施します。中学生のみずみずしい感性にあふれた作品を、ぜひご覧く
ださい。

郡山市立美術館
文化講座

やまなかときわ

申込不要

申込不要

申込必要

申込必要

申込必要


